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A large hemangioma of the left lobe of the liver as large as 21.5cm×7 cm in a 67 
year-old female, diagnosed as the liver cyst preoperatively, and a smal hemangioma of a 
finger-tip size in a 39 year-old male incidentaly found during the operation of gastric 
ulcer, were resected successfuly with an uneventful post-operative course. 
A statistical study was done in comparison with 28 cases reported previously in Japan. 
緒 百
肝のJtil管腫は内臓の血管障の中で肢も多く（（；田clト




























~~1 ·,;i ＼＂，可視料膜.IF常， H民耳付額i箆及び肺にP：変を認め
ず， •l'.-1出向同h;· ·,<;;;, じ、円純，第2大動脈音僚かに充
·［~ . Jj市肝境界l土右乳線上第5肋骨．
局所所見： ！復訓土一般に！彫満しp 特に上腹川 ご著明
でP 軽度の静脈怒張を認める．！品l.iiJl)J不 f,~［（ t認められな
いー図 lの如き上腹部腫療を触れ，その下縁は ｛，中鈎






















表 l :HI例 67才女将T~t日比私自t
＼＼ はH, , 
--.._ I 1417 17/7 I 21;s 
項目 ＼ ＼｜ 
赤血球数i万） 304 
Hb (%) 87 
白JfrLE者数 2000 




リンパ球 I zs 
好酸球 I o 
好塩基球 I o 
単核球 I I 
出血時間（分） ｜ 3 


















72 ' 65 
12 15 
32 i 28 
20 19 
8 3 
24 i 21 
o I 3 
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1/8，血中アミラーゼ l, 尿中ア ミラーゼ16.
J(l中アンモニア動脈JTILl.7〕，静脈Jill.4)'/c c ｜ 句：：蛋自 （＋） ’ 
1 ·1~ 虫卵（－｝，潜l血（一）
はそれが下方に圧排されていたi也，著変そ認められな
い if苅｛， 8 I. 
手術 ：8月28日， 肝褒胞の診断の下に，上腹部正
中線で開腹しf二．皮下＆ぴl腹膜前脂肪織の静脈は中等
l立に w:·11－~ し，肝牌穿刺に よ ると思われる血性腹水が少
量あり， 更に左横切闘を加えて精査すると， I重痛は肝
そのものであって，［両衆と も強く腫大し，特にIf:1＼~J’7 









よび方形集にみられ3 また （ i •W ~こも左挨ほどではない
ぷ， 常赤色町苛rWtのほ円、が 1;u1 している．宵p 事Ii~号p
胆嚢， 1：~， ＇ なとに lt著変を認めない.J1'1’・tの汚lJjな肝の
左薬今切除しよ う として，左業の三fq .＼＼＂リ. ； f~ を切離しP







易lj出標本 l情赤色， -;1；！’l色，弾性軟p 圧縮性を有
し，多量の血液を千Fれる．大き ： 21.5×！Ox 7 cm，断
面は海綿状構造雪示す（図10).
組織学的に樋蕩は大小不同の同L管腔よりなり内皮細
胞て・彼われ， ノミ，＇；1；分lI海綿状的l管路， － ，・~； 1t 1血管線維
腫であった（図1I. 12 I.








図7 門除造影（連続撮影の 1) 
図 9 U1 中写真
185 
図8 門詠進影 f連続撮影の5)










生じ， 1ヵ月前から食欲不振p げっぷをきたしF 休重









1(清蛋1'7.0g/dl，策f白ー拘数 7,TTT 0.8t'j1.f.'i:, 日＇LF
（ー）， Alkali Pho,phata可 5.6iii.b'1,G()T16.0ijtj.'[icc. 
GPT 11.0単位／cc，血清屯解賀 Na130, K :O.'i’:VI日1.'.2 ’ 
Ca3.8’（司l116mE《11.，尿虫卵（「）’？待J(l（一）.1,J」相【i
尽蛋白（一）， 巨lifを7位砂， 血液を合む． 心’1G:I苅；：•｝.常，




























が T阿部州 Hm1't"nの V.-A.Hospitalで'.2,10剖検
例中55例に肝の VascularHamartomaがあったといっ
ている．
























































































































また Pettina ri はその ，~ Leherresektion でカデーテル
または経腰大動脈造影法を行なう ことをのベ， l例で























疲状は ）~：＇＞） 11 － 「~L!王同開臓探組織への圧迫症状と胃腸


































報告者川年令性症 伏 術前診断名 部 l立大きき 処胃［転帰
1；一来須大1 50 ♀l心寄部鹿療賠位：1,fi,
2. －犬7一昭 6.13 ♀腹部腫癌量盟隈I重1｛守方ミ
3 安井｜昭1051 ♀ i上腹却麗癌！ 左葉小児頭大 グ グ
4 内藤：昭l正142 ♀右側瞬部腫蕩：躍書霊雲茎捻恥 右薬予傘2倍大P 持 グ グ
持主として1
5，グ ｜グ 38 c; 右側胸部臆脹 l肝臓海綿様1irl固1重 右集 i人頭 1.5倍 i試験閲腹 J ，~ 
6 徳重沼15'40 c; I，上腹部膨隆i毒型芸f揚か込！ 右薬 人頭2倍F お0 護験関低剖！手情警哲日
~. ＊崎l昭1ii瓦一盃一一伝6 打一合 E布P云品亘雇霊翫両蚕官一 l扇師勺~…一；由 医一｜ ； ： 
9 附ら｜昭泊 15 合；右上腹部激痛選管胆報胞川崎！手拳大白血4000cc，；験開腹F 剖！ 3要望後
10.黒岩間2870 ♀上腹部皮下腫場l l 右菓子制倍大 震験開腹，剖｜ 死
1. 飯島ら昭285'.2 c'.; l＊，~J ~iJi';]'. ！~ Banti氏約 左葉（頭大 KavernomI切除p 剖検｜死
12，楠井ら｜昭団 35 ♀i版部膨隆肝臓臨場 lh佐 ！子関空ゾ！ n 
~3, 11日耳目1！竺竺王子腹部腫湯 f~~； ijll喫より仕様 1J~1Jf~\I仇 105（）日別 出 治
I.境ら H!1J241 合肝 腫 大（肺結核合併） i主にf本｜鶏卵大多数 試験開腹 不変
lウ f, 7,性肝LI 
15. 三辺ら l昭3zizs ♀ l d乙
, , ＼＇.！；~YI如LT I , ri 坪
16・吉町政｜昭33 15 ♀ i上腹邦膨隆胞J':iJ1'[Iとぴljl)f・l'J:'k一方形
一一l I l腹膜炎 ti能1;'-{ 
l／，小宅ら回目 9 6 貰痘腹水 i肝亜性腫揚 ｛：集 手拳大「ア 一一一－ P一一 l "" I 出足！と民主~竺 1.J ♀ t 腹部瞳疹；腸間膜腫場 I ）味 l~！許：；；：lOcm l 刻 出 I＇台
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???? ↑?21. // 40 ♀心；：：－1,;';1;Jrfi,IJ必満！長 /,I 
22. 守安ら グ 44 6 
23. // グ 23 ♀
上腹部膨 n:1u 感｜十二J)illJ, ，~il'ifJJ;
(I ；主IJ卜J山
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表4(21剖険報告例
報告者 ！年代｜年令・性症 状 ！術前診断名 ！部位 ！ 剖検所見 備考
l 川 村i大 413ヶ月6 : I Li 業＇ f以 Jケ
三一~竺l~fl _'.l 62 令直土~_E］一一 」日主i t大人頭九 ｛ ii土鶏卵）~
3 橋 爪 1S{18：間 1~間l ! i両 ｜左It-'i~ ;'.i；，械は鶏卵大
l 吉田 ｜民＇12'31幻合 ！堅ず摩担菌霊！ ｜全 I lリ
5 吉村ら i日｛：321-18 合 i無気力状態P肝腫i肝硬雪E 全 広t凡多党tl!fl管1距E ，｜一f§1、で／［＇，『(l l －一－一一L. , －~·－竺三｝~~［~.合－~世主j一一 • __ {i 」竺竺大＇ ~堂内時」吋~
7 村上ら：グ I71 合 l （＿； 胸部痛｜（胆褒括的iー）有・足状業声楽手j、，尾状業鶏卵大 1
日~G ~；／－~－.；→ 1 · Ht- 睡 眠 1 1-;-日に多発密性 ）宅信託F
鑑別診断 前引の内藤の38才男子例のように patho-
g n• om< >ni,ch の症状を認めて鑑別診断の要のなレもの
もあるがp 普通は伴p 牌，腎，胆嚢p 胃p E易問膜，大
網p l・i[l引などの疾患と鑑別を要し，更に肝麗疹として
は，楠井によると，遊走肝（内臓下登などを伴なう）' 
鐙.lll l肝（心不全症状などがあるり急It・ fム’4~ 1 ，人j ， 中毒
性肝炎， （L； ·~l'UfI ！－：，急性胆道炎，胆石泊痛発作（病
歴などから），格 1:;1W.Iえによるり肝硬変， Banti 







は区々でP 手術例では手拳大から小児頭大が多く p 田





l初により（馬場）， ，えl工；F申lj, 生十負により出Jf17Eをi~ 










左 •Vo 20 
方形業 ： I 
尾状民 I 





40 I 1a 














Shu Ilerらlt 22日の例に肝業切除をifな＼.＇， ますます
J広大手術の傾向にある．
時には肝門部で血管を一時的に jl,fu¥tlrする必要があ














Dermott f:i regional hypothermiaをしp inf!けwocclu-
sionを行なっている．
ぷに手術的に刻除不能例に対しては＇ ＼，.線照射が行
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